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は
じ
め
に

　

い
わ
ゆ
る
音
義
木
簡
は
、
漢
字
の
読
み
を
記
し
た
辞
書
的
な
木
簡
で
あ

る（
１
）。

こ
れ
ま
で
に
、
滋
賀
県
大
津
市
北
大
津
遺
跡（
２
）、

奈
良
市
二
条
大
路
溝

状
土
坑（
３
）、
奈
良
県
明
日
香
村
飛
鳥
池
遺
跡（
４
）、
徳
島
市
観
音
寺
遺
跡（
５
）、
秋
田

県
横
手
市
観
音
寺
廃
寺（
６
）、

山
口
市
吉
田
遺
跡
か
ら（
７
）、

六
点
の
出
土
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
観
音
寺
廃
寺
を
除
く
五
点
の
木
簡
は
、
七
世
紀

後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
ま
で
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
日
本
語
の
書
記
史

に
か
か
わ
る
資
料
と
し
て
斯
界
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
う
ち
、
植
物
名

い
わ
ゆ
る
音
義
木
簡
と
そ
の
依
拠
原
典

─
律
令
国
家
成
立
期
の
経
典
将
来
を
め
ぐ
っ
て
─

山
本
　
崇

を
記
し
た
観
音
寺
遺
跡
木
簡
と
食
品
名
を
記
し
た
二
条
大
路
木
簡
の
原
典

は
、
意
味
分
類
体
の
字
書
と
推
測
さ
れ
る
。
他
方
、
北
大
津
木
簡
や
飛
鳥

池
木
簡
は
あ
る
特
定
の
原
典
の
存
在
が
推
測
さ
れ
、
近
時
出
土
し
た
吉
田

遺
跡
の
木
簡
が
千
字
文
音
義
鈔
出
で
あ
る
と
見
抜
か
れ
る
に
お
よ
び
、
律

令
国
家
成
立
期
に
お
け
る
典
籍
将
来
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
資
料
と
し
て
、

さ
ら
な
る
価
値
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
下
こ
の
小
稿
は
、
音
義
鈔
出
木
簡
の
な
か
で
も
比
較
的
情
報
量
の
豊

か
な
、
飛
鳥
池
遺
跡
と
北
大
津
遺
跡
の
出
土
木
簡
を
対
象
に
そ
の
依
拠
原

典
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
律
令
国
家
成
立
期
に
お

け
る
典
籍
の
将
来
に
か
か
わ
る
問
題
に
論
を
及
ぼ
し
た
い
と
思
う
。
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一　

飛
鳥
池
遺
跡
の
音
義
鈔
出
木
簡

　

飛
鳥
池
遺
跡
は
、
飛
鳥
寺
東
南
の
谷
筋
に
位
置
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
遺

跡
の
性
格
は
、
谷
筋
を
横
断
す
る
東
西
塀
の
南
北
で
異
な
り
、
南
地
区
に

は
天
皇
・
国
家
に
直
属
す
る
工
房
、
北
地
区
に
は
飛
鳥
寺
三
綱
政
所
が
お

か
れ
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、
北
地
区
か
ら
は
、
禅
院
に
か
か
わ
る
も
の
な

ど
、
飛
鳥
寺
と
か
か
わ
る
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る（
８
）。

そ
の
う
ち
の

一
点
の
釈
文
を
掲
げ
る
（
図
１
）
（
９
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
累
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営
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」

・「　

皮
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懼
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×15
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漢
字
と
そ
の
読
み
が
記
さ
れ
た
木
簡
で
、
字
母
と
し
て
標
出
さ
れ
る
文

字
は
、
以
下
の
十
文
字
で
あ
る
。

①
熊
②
羆
③
匝
④
恋
⑤
写
⑥
横
⑦
営
⑧
蜚
⑨
尸
⑩
忤

　

高
橋
宏
幸
は
、
標
出
の
十
文
字
の
う
ち
九
文
字
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
指

摘
し
、
依
拠
原
典
の
候
補
と
し
て
仏
説
灌
頂
経
巻
十
二
を
あ
げ
た（

（1
（

。
慧
眼

で
あ
ろ
う
。
仏
説
灌
頂
経
は
東
晋
の
帛
尸
梨
蜜
多
羅
の
訳
と
も
い
う
が
、

初
め
九
経
で
あ
っ
た
も
の
に
後
人
が
後
の
三
経
を
加
え
た
と
み
ら
れ
、
巻

第
十
二
に
あ
た
る
仏
説
灌
頂
拔
除
過
罪
生
死
得
度
経
は
疑
偽
経
と
み
ら
れ

て
い
る
。
薬
師
如
来
本
願
経
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
、
薬
師
瑠

璃
光
七
仏
本
願
功
徳
経
の
異
訳
と
い
う（

（1
（

。
こ
の
九
文
字
に
つ
い
て
、
大
正

新
脩
大
蔵
経
の
該
当
部
分
を
掲
げ
る
（
以
下
、
改
行
部
分
は
「
／
」
で
示

す
。）。④

恋�　

乃
与
世
間
衆
魔
従
事
、
／
更
作
縛
著
不
解
行
之
。
恋
著
婦
女

恩
愛
之
情
、
口
／
為
説
空
行
在
有
中
、
不
能
発
覚
復
不
自
知
。

�

（
大
正
蔵
二
一
巻
五
三
三
頁
中
段
８
〜
10
行
目
）

⑦
営�

⑥
横　

是
時
当
／
有
諸
天
善
神
、
四
天
大
王
龍
神
八
部
、
当
来

営
衛
／
愛
敬
此
経
、
能
日
日
作
礼
。
是
持
経
者
不
墮
横
／
死
、

所
在
安
隠
悪
気
消
滅
、
諸
魔
鬼
神
亦
不
中
害
。

�

（
大
正
蔵
二
一
巻
五
三
三
頁
下
段
23
〜
26
行
目
）

③
匝�　

囲
繞
百
匝
還
本
座
／
処
、
端
坐
思
惟
念
薬
師
瑠
璃
光
仏
無
量

功
徳
。�

（
大
正
蔵
二
一
巻
五
三
四
頁
上
段
２
・
３
行
目
）

⑧
蜚�

⑨
尸
⑩
忤
①
熊
②
羆　

亦
応
／
礼
敬
瑠
璃
光
仏
、
若
夜
悪
夢
鳥

鳴
百
怪
蜚
尸
邪
／
忤
、
魍
魎
鬼
神
之
所
嬈
者
。
亦
当
礼
敬
瑠
璃

光
／
仏
、
若
為
水
火
所
焚
漂
者
。
亦
当
礼
敬
瑠
璃
光
／
仏
、
若

入
山
谷
為
虎
狼
熊
羆
蒺

諸
獣
象
龍
。

�

（
大
正
蔵
二
一
巻
五
三
四
頁
上
段
14
〜
18
行
目
）
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灌
頂
経
巻
十
二
に
見
い
だ
さ
れ
な
い
標
出
の
一
文
字
に
つ
い
て
、
高
橋

は
、
写
本
の
校
異
、
誤
写
も
考
え
さ
ら
に
調
査
、
検
討
し
て
み
た
い
、
と

述
べ
る
に
と
ど
め
た
。
た
だ
、
こ
の
文
字
に
は
、
実
は
少
々
複
雑
な
経
緯

が
あ
る
。「
写
（
冩
）」
字
は
、
一
九
九
八
年
に
初
め
て
釈
文
が
公
表
さ
れ

た
段
階
に
は
「
蕮蕮
」
と
釈
読
さ
れ
て
お
り
、
高
橋
も
こ
の
字
で
検
討
を
進

め
て
い
る（

（1
（

。「
蕮蕮
」
は
、
音
読
み
は
セ
キ
、
シ
ャ
ク
、
訓
は
お
ほ
ば
こ
、

お
も
だ
か
で
「
藛藛
」
の
譌
字
と
い
う（

（1
（

。
字
鏡
集
に
「
ヲ
ホ
ハ
コ
」
の
訓
が

み
え
る（

（1
（

。
動
物
名
を
記
し
た
「
熊
羆
」
に
対
し
て
、「
匝
恋
蕮蕮
」
は
植
物

名
と
理
解
さ
れ
て
い
た
ら
し
い（

（1
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
字
は
、
二
〇
〇
七

年
に
刊
行
さ
れ
た
木
簡
の
正
報
告『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
』一
に
お
い
て「
写
」

に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。
釈
文
を
あ
ら
た
め
た
経
緯
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
え

な
い
が
、「
臼
」
に
似
る
字
形
を
意
識
し
た
か
ら
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
出
土
木
簡
や
古
代
の
文
字
に
よ
る
限
り
、「
写
（
冩
）」

の
ワ
冠
が
草
冠
に
記
さ
れ
る
事
例
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い（

（1
（

。
概
報
段
階

の
「
蕮蕮
」
が
、
ま
だ
し
も
相
応
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、

「
蕮蕮
」
も
ま
た
仏
説
灌
頂
経
に
は
み
え
な
い
。
問
題
の
文
字
は
、
字
形
か

ら
す
れ
ば
「
蔦
」
に
近
い
が
、
こ
の
字
も
ま
た
経
文
に
み
え
ず
、
烈
火
の

如
き
部
首
に
注
目
し
て
経
の
文
字
を
検
じ
て
み
る
と
、「
為
」「
鳥
」「
罵
」

「
篤
」
な
ど
が
候
補
と
な
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
釈
然
と
し
な
い
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
古
代
の
出
土
文
字
資
料
の
類
例
を
東
ア
ジ
ア
の

な
か
で
検
じ
て
み
る
と
、
飛
鳥
池
の
音
義
鈔
出
木
簡
に
み
え
る
「
写
」
と

読
ま
れ
た
文
字
の
字
形
と
酷
似
す
る
文
字
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
、
中
国
吉
林
省
、
高
句
麗
丸
都
山
城
の
宮
殿
址
か
ら
出
土
し
た
刻

書
瓦
の
文
字
で
あ
る
（
図
２
）（

（1
（

。
こ
の
瓦
そ
の
も
の
の
年
代
は
不
明
で
あ

図１　飛鳥池遺跡出土

　　木簡1318号　3:5

図２　丸都山城出土刻書瓦

　　3:10（『丸都山城』(注

　　17)より転載）

奈
良
文
化
財
研
究
所
所
蔵
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る
が
、
宮
殿
址
と
さ
れ
る
礎
石
建
ち
瓦
葺
き
の
建
物
か
ら
出
土
す
る
軒
瓦

は
、
千
田
剛
道
の
い
う
高
句
麗
編
年
七
期
（
六
世
紀
後
半
〜
六
六
八
年
）

に
属
す
る
も
の
で
、
出
土
土
器
の
様
相
と
も
矛
盾
し
な
い
と
い
う（

（1
（

。
白
種

伍
の
指
摘
に
よ
る
と
、
丸
都
山
城
か
ら
出
土
す
る
も
っ
と
も
多
い
刻
書
瓦

は
「
鳥
」
字
あ
る
い
は
鳥
を
簡
略
化
し
た
絵
画
で
あ
る
と
い
い
、
こ
の
瓦

の
文
字
を
「
鳥
」
と
判
断
し
て
い
る（

（1
（

。
図
２
に
掲
げ
た
文
字
が
「
鳥
」
と

釈
読
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
酷
似
す
る
飛
鳥
池
木
簡
の
文
字
も
、
す
な

わ
ち
「
鳥
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
周
知
の
ご
と
く
、

推
古
朝
に
は
慧
慈
、
僧
隆
、
雲
聡
、
曇
徴
な
ど
高
句
麗
僧
の
渡
来
も
頻
繁

に
確
認
さ
れ（

（2
（

、
と
り
わ
け
慧
慈
は
飛
鳥
寺
に
止
住
し
た
と
伝
え
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば（

（2
（

、
高
句
麗
に
由
来
す
る
古
い
字
形
が
飛
鳥
寺
の
周
辺
に
伝
来
し

て
い
た
と
し
て
も
、
あ
な
が
ち
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

　

以
上
、
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
み
え
る
標
出
の
文
字
は
、
す
べ
て

仏
説
灌
頂
経
巻
十
二
の
経
文
の
な
か
で
理
解
さ
れ
、
こ
の
木
簡
は
、
仏
説

灌
頂
経
巻
十
二
の
音
義
鈔
出
と
判
断
さ
れ
る
。

二　

北
大
津
遺
跡
の
音
義
鈔
出
木
簡

　

次
に
、
北
大
津
遺
跡
の
漢
字
と
そ
の
読
み
が
記
さ
れ
た
木
簡
の
釈
文
を

掲
げ
る
（
図
３
）（

（2
（

。

「

汙

須
田

我
尼

ム
佐
阿

鑠

賛

慕

誈

ツ

久

布

母
移
ム
加

里
与

不
羅
須
参

久
ツ

鎧

采
取

体

布
羅

羅

〔

皮
久

披
開

米

之

阿
費

検

」

685

×74

×５
 011

〔
比
ヵ
〕

〔
洛
ヵ
〕

〔
比
ヵ
〕

〔
多
ヵ
〕
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滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
所
蔵

奈
良
文
化
財
研
究
所
写
真
提
供

図３　北大津遺跡出土木簡

全体 1:5

上端部 3:5下半部 3:5
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字
母
と
し
て
標
出
さ
れ
る
文
字
は
、
以
下
の
十
三
文
字
で
あ
る
。

①
鑠
②
賛
③
慕
④
誈誈
（
誣
）
⑤
鎧
⑥

⑦
采
⑧
体
⑨
洛
⑩

（
精
）

⑪
披
⑫
費
⑬
検

　

す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
⑩

の
字
体
は
見
あ
た
ら
な
い
。「
精
」

の
異
体
字
と
み
る
意
見
が
強
く
、
そ
の
理
解
は
、
字
形
と
と
も
に
、「
久

皮
之
」
の
訓
か
ら
の
推
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。
こ
の
木
簡
の
依
拠
原

典
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
が
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
る
と
、
前
述
の

十
三
の
標
出
文
字
の
う
ち
、
②
賛
③
慕
④
誈誈
⑤
鎧
⑦
采
⑧
体
⑩
精
⑪
披
⑫

費
⑬
検
の
十
文
字
が
、
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
（
以
下
、
行
事
鈔
と
略

称
す
る
。）
に
見
い
だ
さ
れ
た
。
行
事
鈔
は
唐
の
道
宣
の
撰
で
、
四
分
律

行
事
鈔
、
行
事
鈔
、
行
事
刪
補
律
儀
、
六
巻
抄
と
も
い
わ
れ
る
。
武
徳
九

年
（
六
二
六
）
初
稿
、
貞
観
四
年
（
六
三
〇
）
重
修
と
す
る
説
が
と
ら
れ

て
き
た
が（

（2
（

、
藤
善
真
澄
の
研
究
に
よ
り
、
貞
観
三
年
な
い
し
四
年
成
立
、

重
修
を
同
十
年
に
比
定
す
べ
き
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

以
下
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
該
当
部
分
を
掲
げ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

こ
の
十
文
字
の
う
ち
⑦
采
⑧
体
⑩
精
⑪
披
⑫
費
の
五
文
字
が
、
冒
頭
の
序

に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
初
出
を
例
示
す
る
。

⑪
披�

⑩
精　

然
則
前
修
託
於
／
律
蔵
指
事
披
文
而
用
之
。
則
在
文
信

於
実
録
。
而
／
寄
縁
良
有
繁
濫
。
加
以
学
非
精
博
。
臆
説
尤
多

取
／
類
寡
於
討
論
。
生
常
異
計
斯
集
。
致
令
弁
析
釁
戻
／
軽
重

倍
分
。
衆
網
維
持
同
異
区
別
。

�

（
大
正
蔵
四
〇
巻
一
頁
上
段
14
〜
18
行
目
）

⑦
采　

余
因
聴
采
之
暇
顧
眄
群
／
篇
、
通
非
属
意
、
倶
懐
優
劣
。

�

（
大
正
蔵
四
〇
巻
一
頁
上
段
26
〜
27
行
目
）

⑫
費�　

如
是
始
終
交
映
隠
顕
互
出
、
／
幷
見
行
羯
磨
・
諸
務
是
非
・

導
俗
正
儀
・
出
家
雑
法
、
／
並
皆
攬
為
此
宗
之
一
見
、
用
済
新

学
之
費
功
焉
。�

（
大
正
蔵
四
〇
巻
一
頁
中
段
３
〜
５
行
目
）

⑧
体�　

然
一
部
之
文
義
、張
三
／
位
。上
巻
則
摂
於
衆
務
成
用
有
儀
、

中
巻
則
遵
於
／
戒
体
持
犯
立
懺
、下
巻
則
随
機
要
行
託
事
而
起
、

／
並
如
文
具
委
、
想
無
紊
乱
。

�

（
大
正
蔵
四
〇
巻
一
頁
中
段
11
〜
14
行
目
）

　

加
え
て
、
⑬
検
は
三
箇
所
に
み
え
る
。
初
出
を
例
示
す
る
。

⑬
検�　

十
明
雑
分
物
法
、
若
在
私
荘
寺
致
死
、
或
／
作
僧
使
、
在
荘

検
校
而
死
、
若
有
家
人
及
比
丘
守
／
者
、
重
物
入
亡
者
本
寺
、

軽
物
随
現
分
之
、
亦
不
得
／
尼
衆
分
也
。

　
　
　
　
（�

巻
下
一
・
二
衣
総
別
篇
第
十
七 

大
正
蔵
四
〇
巻
一
一
七
頁
中

段
12
〜
15
行
目
）

　

た
だ
し
、木
偏
と
手
偏
と
は
よ
く
通
用
す
る
た
め
、字
母
を
手
偏
の「
𢮦
」

と
み
る
な
ら
ば
、
序
な
ど
に
散
見
す
る
。
初
出
を
例
示
す
る
。

⑬
𢮦�　

依
文
用
之
不
弁
前
事
、
並
言
／
章
碎
乱
未
可
披
𢮦
。
所
以
尋
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求
者
非
積
学
不
知
、
／
領
会
者
非
精
錬
莫
悉
。

�

（
大
正
蔵
四
〇
巻
一
頁
上
段
24
〜
26
行
目
）

　

次
い
で
、
行
事
鈔
序
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
②
賛
③
慕
④
誈誈
⑤
鎧
を
確

認
す
る
。
②
賛
⑤
鎧
は
、
行
事
鈔
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
だ
け
見
い

だ
さ
れ
る
。

②
賛�　

四
対
処
明
用
者
、
凡
徒
衆
威
儀
事
、
在
厳
／
整
清
潔
、
軌
行

可
観
則
生
世
善
心
、
天
龍
叶
賛
。

　
　

�（
巻
上
二
・
僧
綱
大
綱
篇
第
七 

大
正
蔵
四
〇
巻
二
三
頁
上
段
23

〜
24
行
目
）

⑤
鎧　

至
元
嘉
十
年
有
僧
伽
／
跋
摩
者
、
此
云
衆
鎧
。

　
　

�（
巻
中
一
・
随
戒
釈
相
篇
第
十
四 
大
正
蔵
四
〇
巻
五
一
頁
下
段

18
〜
19
行
目
）

　

③
慕
は
、
行
事
鈔
全
体
で
五
箇
所
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
初
出

を
例
示
す
る
。

③
慕�　

故
凡
厠
豫
玄
門
／
者
、
克
須
清
禁
無
容
於
非
、
沐
心
道
水
者

慕
存
出
／
要
無
染
於
世
。

　
　

�（
巻
上
一
・
標
宗
顕
徳
篇
第
一 

大
正
蔵
四
〇
巻
四
頁
中
段
１
〜

３
行
目
）

　

④
誈誈
は
誣
と
同
字
と
さ
れ
る（

（2
（

。か
ね
て
か
ら
、「
誈誈〈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
〉」

は
、
助
動
詞
と
終
助
詞
「
む
や
も
」
に
注
目
し
て
、
特
定
の
漢
文
脈
の
な

か
で
の
音
義
注
釈
、
あ
る
い
は
訓
読
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
た（

（2
（

。「
誣
」
字
は
、
行
事
鈔
に
は
三
箇
所
に
み
え
る
。
以
下
、
該
当

箇
所
を
掲
げ
て
み
る
（
書
き
下
し
は
国
訳
一
切
経
律
疏
部
一
に
よ
る
）。

若�

／
不
能
答
、
有
智
人
随
有
違
者
便
随
所
誣
謗
罪
、
依
／
法
治
之
。

（
若
し
答
ふ
る
能
は
ざ
る
に
は
、
有
智
の
人
は
違
あ
る
者
に
随
ひ

便
ち
誣
謗
す
る
所
の
罪
に
随
う
て
、
法
に
依
り
て
之
を
治
す
べ

し
。）

　

�（
巻
上
二
・
僧
綱
大
綱
篇
第
七 

大
正
蔵
四
〇
巻
二
三
頁
上
段
３
〜

５
行
目
）

六
者
重
事
如
誣
。（
六
に
は
重
事
を
以
て
誣
を
加
へ
、）

　

�（
巻
中
二
・
随
戒
釈
相
篇
第
十
四 

大
正
蔵
四
〇
巻
六
三
頁
中
段
５

行
目
）

五�

分
若
単
白
／
白
二
差
人
悩
者
墮
、
僧
差
不
羯
磨
。
及
余
人
作
此
／

誣
説
口
口
吉
羅
。（
五
分
に
、
若
し
単
白
・
白
二
し
て
差
せ
る
人

を
悩
ま
さ
ん
に
は
墮
、
僧
差
せ
る
も
羯
磨
せ
ざ
る
と
及
び
余
人
と

に
此
の
誣
説
を
作
さ
ん
に
は
口
々
に
吉
羅
な
り
。）

　

�（
巻
中
三
・
随
戒
釈
相
篇
第
十
四 

大
正
蔵
四
〇
巻
七
七
頁
下
段
９

〜
11
行
目
）

　

三
例
の
う
ち
、
二
例
は
「
誣
謗
」「
誣
説
」
と
熟
語
で
読
ま
れ
て
お
り
、

「
む
や
も
」
と
読
む
の
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
候
補
は
、「
六
者
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重
事
如
誣
。」
の
み
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
国
訳
一
切
経
は
「
加
」
と
あ
ら
た

め
る
が
、木
簡
を
記
し
た
古
代
人
は
、「
六
に
は
重
事
を
以
て
誣
か
む
や
も
」

と
訓
み
下
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
代
語
の
文
法
に
つ
き
、
識
者
に

よ
る
検
証
を
望
む
。

　

残
さ
れ
た
課
題
は
、
行
事
鈔
に
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
三
つ
の
字
母
で

あ
る
。
こ
の
三
文
字
は
、
い
ず
れ
も
墨
痕
は
不
鮮
明
で
あ
り
、
実
は
釈
読

に
問
題
が
残
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
①
鑠
は
、
古
く
に
岸
俊
男
が
「
鏁
」

と
推
定
し
て
い
る（

（2
（

。「
鏁
」
字
も
行
事
鈔
に
み
え
な
い
が
、
同
字
の
「
鎖
」

は
六
箇
所
に
み
え
る
。
⑨
洛
ヵ
と
し
た
の
は
あ
る
い
は
誤
り
で
、
旁
の
上

半
の
墨
痕
が
と
く
に
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、「
浴
」
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。「
浴
」
は
、
行
事
鈔
に
五
十
四
箇
所
み
え
る
。
一
案
と
し

て
示
し
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。
⑥

ヵ
は
、
字
訓
の
「
参
須
羅
不
」
を
た

よ
り
に
、
新
撰
字
鏡
「
佐
須
良
戸
阿
留
久
」、
類
聚
名
義
抄
「
サ
ス
ラ
ヘ

ア
リ
ク
」
の
字
母
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
が
、
こ
の
字
は
行
事
鈔
に
見

い
だ
さ
れ
な
い
。
字
訓
の
「
参
須
羅
不
」
は
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
た

め
て
該
当
す
る
文
字
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う（

（2
（

。

　

以
上
、
北
大
津
遺
跡
出
土
木
簡
に
字
母
と
し
て
標
出
さ
れ
る
文
字
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
行
事
鈔
に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
、

行
事
鈔
の
音
義
鈔
出
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

三　

日
本
書
紀
に
み
る
経
典
の
将
来

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
飛
鳥
池
遺
跡
と
北
大
津
遺
跡
の
木
簡
が
、
そ
れ

ぞ
れ
仏
説
灌
頂
経
巻
十
二
、四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
の
音
義
鈔
出
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
下
、
主
に
日
本
書
紀
に
拠
り
つ
つ
律
令
国

家
成
立
期
の
経
典
の
将
来
過
程
を
素
描
し
、
二
点
の
木
簡
を
そ
れ
に
位
置

づ
け
て
み
た
い（

（3
（

。

　

周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
列
島
へ
の
経
典
の
将
来
は
、
公
に
は
欽
明
朝

の
仏
教
公
伝
に
さ
か
の
ぼ
る（

（3
（

。
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
百
済
の

聖
明
王
か
ら
「
経
論
若
干
巻
」
が
献
ら
れ
た
と
伝
え
、
続
い
て
敏
達
天
皇

六
年
（
五
七
七
）
十
一
月
、
再
び
「
経
論
若
干
巻
」
が
献
ら
れ
た
と
み
え

る
（
同
月
庚
午
朔
条
）。
扶
桑
略
記
は
、
や
や
詳
し
く
そ
の
事
情
を
伝
え

て
お
り
、「
薬
恒
法
花
験
記
云
、
敏
達
天
皇
六
年
丁
酉
、
百
済
国
献
二

経
論

二
百
余
巻
一

。
此
経
論
中
、
法
華
同
来
」
と
記
す（

（3
（

。
以
下
、
天
武
朝
ま
で

の
記
録
に
と
ど
め
る
経
典
将
来
の
事
例
を
確
認
し
て
み
る
。推
古
朝
に
は
、

厩
戸
皇
子
が
「
勝
鬘
経
」「
法
華
経
」
を
講
説
し
た
と
伝
え
（
十
四
年

（
六
〇
六
）
七
月
条
、
同
年
是
歳
条
）（

（3
（

、
舒
明
朝
に
は
「
無
量
寿
経
」（
十
二

年
（
六
四
〇
）
五
月
辛
丑
条
）、
さ
ら
に
皇
極
朝
に
は
祈
雨
の
た
め
に
「
大

乗
経
典
」（
皇
極
天
皇
元
年
（
六
四
二
）
七
月
戊
寅
条
）
や
「
大
雲
経
」（
同
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月
庚
辰
条
）
が
転
読
さ
れ
た
と
い
う
。

　

一
切
経
の
史
料
上
の
初
見
は
、
白
雉
二
年
（
六
五
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。

「
於
二

味
経
宮
一

、
請
二

二
千
一
百
余
僧
尼
一

、
使
レ

読
二

一
切
経
一

。」
と
簡
潔

に
伝
え
る
（
同
年
十
二
月
晦
条
）。
あ
わ
せ
て
こ
の
夕
、
朝
庭
に
お
い
て

燃
灯
供
養
が
行
わ
れ
、「
安
宅
・
土
側
等
経
」が
読
ま
れ
た（

（3
（

。翌
三
年
に
は
、

四
月
に
「
無
量
寿
経
」
の
講
説
（
同
月
壬
寅
条
）、
年
末
に
燃
灯
供
養
（
同

年
十
二
月
晦
条
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
内
裏
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。
斉
明
朝
に

は
、「
盂
蘭
盆
経
」
が
講
じ
ら
れ
（
五
年
（
六
五
九
）
七
月
庚
寅
条
）、
百

済
禅
尼
が
「
維
摩
経
」
を
講
じ
て
中
臣
鎌
子
の
病
気
を
平
癒
さ
せ
た
と
い

う（
（3
（

。
こ
の
時
期
の
「
一
切
経
」
に
か
か
わ
り
、
道
昭
は
、
白
雉
四
年
の
遣

唐
使
と
し
て
渡
航
し（
同
年
五
月
壬
戌
条
）、唐
で
玄
奘
か
ら「
舎
利
経
論
」

を
授
け
ら
れ（

（3
（

、
斉
明
天
皇
七
年
（
六
六
一
）
に
帰
国
し
た
後
、「
真
身
舎

利
一
切
経
論
」
を
「
一
処
」
に
安
置
し
た
と
伝
え
る（

（3
（

。「
一
処
」
は
、
い

わ
ゆ
る
本
元
興
寺
東
南
隅
の
禅
院
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
以
上
、
孝
徳
朝

か
ら
斉
明
朝
に
か
け
て
、
あ
た
か
も
「
一
切
経
」
が
具
備
し
た
か
の
叙
述

が
み
う
け
ら
れ
る
が
、上
川
通
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、こ
の
時
期
の「
一

切
経
」
は
日
本
書
紀
史
官
に
よ
る
表
現
で
、
現
実
に
は
可
能
な
範
囲
で
の

個
別
収
集
、
と
の
理
解
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。

　

天
武
朝
に
い
た
り
、
二
年
（
六
七
三
）
に
「
聚
二

書
生
一

、
始
写
二

一
切

経
於
川
原
寺
一

。」
と
み
え
、
一
切
経
写
本
の
作
成
が
は
じ
ま
っ
た
（
同
年

三
月
是
月
条
）。
同
四
年
の
「
遣
二

使
於
四
方
一

、
覓
二

一
切
経
一

。」
は
、
原

本
と
な
る
良
質
の
写
本
の
収
集
を
意
図
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
同
年
十

月
癸
酉
条
）。
翌
五
年
に
は
、
諸
国
で
「
金
光
明
経
」「
仁
王
経
」
が
説
か

れ
た
（
同
年
十
一
月
甲
申
条
）。
六
年
八
月
に
は
、「
大
設
二

斎
飛
鳥
寺
一

、

以
読
二

一
切
経
一

」
と
み
え
、
天
皇
自
ら
が
飛
鳥
寺
南
門
に
臨
み
礼
拝
し
た

（
同
年
八
月
乙
巳
条
）。
九
年
に
は
「
始
説
二

金
光
明
経
于
宮
中
及
諸
寺
一

」

と
み
え
（
同
年
五
月
乙
亥
朔
是
日
条
）、
十
四
年
に
は
「
金
剛
般
若
経
」（
同

年
十
月
是
月
条
）、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
は
「
薬
師
経
」「
金
光
明
経
」

「
観
世
音
経
」
の
読
誦
が
確
認
で
き
る
（
同
年
五
月
癸
亥
条
、
同
七
月
丙

午
条
、
七
月
是
月
条
）。
同
年
八
月
に
は
「
度
二

僧
尼
幷
一
百
一

、
因
以

坐
二

百
菩
薩
於
宮
中
一

、
読
二

観
世
音
経
二
百
巻
一

」
と
み
え
る
（
同
年
八
月

庚
午
条
）。
こ
の
ほ
か
、
具
体
的
な
経
典
名
は
記
さ
れ
な
い
が
、
十
年
閏

七
月
（
同
月
壬
子
条
）、
十
四
年
九
月
（
同
月
丁
卯
条
）、
朱
鳥
元
年
六
月

（
同
月
丁
亥
条
）
に
誦
経
や
燃
灯
供
養
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
記
事
を
通
覧
す
る
な
ら
ば
、
六
世
紀
半
ば
に
百
済
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
経
典
は
、
お
よ
そ
一
〇
〇
年
を
経
た
七
世
紀
半
ば
頃
か
ら
、
特
定

の
目
的
の
た
め
に
効
用
を
も
つ
も
の
が
選
択
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
し
い
。
仏
教
思
想
の
定
着
過
程
と
い
え
よ
う
か
。
具
体
的
に
み

れ
ば
、
皇
極
朝
か
ら
斉
明
朝
に
か
け
て
、
祈
雨
の
た
め
の
大
雲
経
、
地
鎮

の
た
め
の
安
宅
経
・
土
側
経（

（4
（

、
祖
先
祭
祀
に
か
か
わ
る
盂
蘭
盆
経
な
ど
、
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天
武
朝
に
は
護
国
経
典
で
あ
る
金
光
明
経
、
仁
王
経
が
み
え
、
さ
ら
に
、

天
武
天
皇
の
末
年
に
は
、
天
皇
の
病
気
平
癒
の
た
め
、
薬
師
経
、
観
世
音

経
の
読
誦
が
し
き
り
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

近
年
出
土
し
た
木
簡
は
、
経
典
の
将
来
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
。

・「
己
卯
年
八
月
十
七
日
白
奉
経
」

・「
観
世
音
経
十
巻
記
白
也　
　

」　
（
裏
面
ニ
削
リ
残
リ
ア
リ
）

�
186

×23

×４

　

011

　

こ
の
木
簡
は
、
奈
良
県
明
日
香
村
の
石
神
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で

（『
藤
原
木
簡
概
報
』
二
十
一
─
一
二
頁
上
⑴
）、
己
卯
年
は
天
武
天
皇
八

年
に
あ
た
る
か
ら
、
観
世
音
経
の
名
を
記
す
、
現
在
の
と
こ
ろ
列
島
で
最

古
の
資
料
と
い
え
る
。「
観
世
音
経
」
は
、
同
じ
く
明
日
香
村
の
飛
鳥
池

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
角
材
の
三
面
に
墨
書
し
た
木
簡
に
も
み
え
る

（
二
四
五
号
）。
朱
鳥
元
年
に
は
、
天
武
天
皇
不
予
に
か
か
わ
り
、
七
月

に
諸
王
臣
が
天
皇
の
た
め
に
観
音
像
を
造
り
、
大
官
大
寺
で
観
世
音
経
を

説
か
せ
、
翌
八
月
に
は
宮
中
で
「
観
音
経
二
百
巻
」
が
読
経
さ
れ
た
（
同

月
庚
午
条
）。
な
お
、
観
世
音
経
は
、
法
華
経
巻
第
七
の
観
世
音
菩
薩
普

門
品
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
独
立
し

た
観
音
信
仰
の
経
典
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
が（

（4
（

、
飛

鳥
池
遺
跡
か
ら
は
、「（
表
）

〔
智
ヵ
〕
照
師
前
謹
白
昔
日
所
（
裏
）
白

法
華
経
本
借
而

 

〔
苑
賜
ヵ
〕」
と
記
さ
れ
、
法
華
経
そ
の
も
の
を
借

用
し
た
こ
と
を
示
す
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
（
七
〇
五
号
）。
推
古
朝
の

法
華
義
疏
以
降
、
法
華
経
の
将
来
が
確
認
さ
れ
る
事
例
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
加
え
て
、
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
は
、
般
若
心
経
を
示
す
と
み
ら
れ
る
「

多
心
経
百
合
」（
七
一
七
号
）（

（4
（

、
経
典
名
は
不
明
な
が
ら
も
そ
の
貸
借
に
か

か
わ
る
「
経
借
同
日
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
（
一
六
〇
号
）、
経
典
を
納
め

た
「
経
蔵
益
」
に
付
け
ら
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
木
簡
も
出
土
し
て
い
る

（
二
三
八
号
）。
藤
原
京
跡
か
ら
出
土
し
た
僧
歴
名
は
、「
飛
」
が
飛
鳥
寺

の
意
と
す
れ
ば
、
同
寺
僧
が
列
記
さ
れ
写
経
や
読
誦
の
分
担
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（『
藤
原
宮
木
簡
一
』
四
四
九
号
）。

　

と
こ
ろ
が
、
観
世
音
経
と
と
も
に
病
気
平
癒
の
た
め
に
読
ま
れ
た
薬
師

経
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
木
簡
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
飛
鳥
池
木
簡

の
依
拠
原
典
で
あ
る
灌
頂
経
も
、
こ
れ
ま
た
日
本
書
紀
や
木
簡
に
は
み
え

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
説
灌
頂
経
巻
十
二
は
前
述
の
通
り
薬
師
如
来

本
願
経
な
ど
の
異
訳
で
あ
り
、
木
簡
に
み
え
な
い
と
は
い
え
、
薬
師
経
な

い
し
そ
の
異
訳
経
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。

薬
師
経
に
か
か
わ
る
信
仰
は
、
法
隆
寺
金
堂
薬
師
像
の
光
背
銘
が
そ
の
最

古
の
遺
例
と
み
ら
れ（

（4
（

、
天
武
朝
に
は
、
朱
鳥
元
年
五
月
に
、
川
原
寺
で
薬

師
経
講
説
が
催
さ
れ
（
同
月
癸
亥
条
）、
そ
れ
に
先
立
つ
天
武
天
皇
九
年

十
一
月
に
は
、
皇
后
不
予
の
平
癒
の
た
め
（
本
）
薬
師
寺
を
発
願
し
て
お

り
（
同
月
癸
未
条
）、
そ
の
造
営
は
、
天
武
朝
の
新
益
京
造
営
段
階
に
進
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め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
現
世
利
益
に
か
か
わ
る

観
世
音
経
と
薬
師
経
と
い
う
二
つ
の
経
典
が
、
日
本
書
紀
や
木
簡
に
散
見

す
る
点
は
、
当
該
期
の
仏
教
信
仰
の
姿
を
考
え
る
上
で
、
見
過
ご
す
べ
き

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

四　

行
事
鈔
音
義
鈔
出
と
道
昭

　

最
後
に
、
北
大
津
木
簡
に
か
か
わ
り
、
行
事
鈔
の
将
来
に
つ
い
て
検
討

す
る（

（4
（

。
従
来
の
理
解
は
、
鎌
倉
時
代
の
東
大
寺
僧
凝
然
が
著
し
た
三
国
仏

法
伝
通
縁
起
の
記
述
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。

天
武
天
皇
御
宇
詔
二

道
光
律
師
一

、
為
二

遣
唐
使
一

、
令
レ

学
二

律
蔵
一

。

奉
レ

勅
入
唐
、
経
レ

年
学
レ

律
。
遂
同
御
宇
七
年
戊
寅
帰
朝
。
彼
師
即

以
二

此
年
一

、
作
二

一
巻
書
一

、
名
二

依
四
分
律
抄
撰
録
文
一

。
即
彼
序
云
、

戊
寅
年
九
月
十
九
日
大
倭
国
浄
御
原
天
皇
大
御
命
、
勅
二

大
唐
学
問

道
光
律
師
一

、
撰
二

定
行
法
一

〈
已
上
〉。
奧
題
云
、
依
四
分
律
撰
録
行

事
巻
一
〈
已
上
〉。
浄
御
原
天
皇
御
宇
已
遣
二

大
唐
一

、
令
レ

学
二

律
蔵
一

。

而
其
帰
朝
、
与
二

定
慧
和
尚
一

同
時
。
道
光
入
唐
、
未
レ

詳
二

何
年
一

。

当
三

日
本
国
天
武
天
皇
御
宇
元
年
壬
申
至
二

七
年
戊
寅
歳
一

者
、
厥
時

唐
朝
道
成
律
師
・
満
意
・
懐
素
・
道
岸
・
弘
景
・
融
済
・
周
律
師
等
、

盛
弘
二

律
蔵
一

之
時
代
也
。
道
光
定
謁
二

彼
律
師
等
一

、
習
二

学
律
宗
一

。

南
山
律
師
行
事
鈔
応
二

此
時
道
光
齎
来
一

所
二

以
然
一

者
。
古
徳
記
云
、

道
宣
律
師
四
分
律
鈔
、
自
レ

昔
伝
来
。
而
人
不
二

披
読
一

空
送
二

年
月
一

。

爰
道
融
禅
師
自
披
二

読
之
一

、
為
レ

人
講
レ

之
。
自
レ

爾
已
後
、
事
鈔
之

義
人
多
読
伝
〈
已
上
取
意
。〉
道
融
幷
智
璟
皆
是
通
二

達
律
蔵
一

之
人
。

道
融
禅
師
聖
武
天
皇
御
宇
天
平
年
中
、
朗
（
良
ヵ
）
弁
僧
正
由
二

霊

夢
告
一

、
請
二

道
融
禅
師
一

、
為
二

説
戒
師
一

行
二

布
薩
法
一

。
此
即
梵
網

菩
薩
説
戒
。
即
請
二

智
璟
法
師
一

、
令
レ

講
二

行
事
鈔
一

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
道
光
が
初
め
て
行
事
鈔
を
日
本
に
将
来
し
た
こ
と
、

道
融
が
長
ら
く
読
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
憂
い
て
自
ら
読
み
、
天
平
年
間

（
七
二
九
〜
七
四
九
）に
は
智
璟
の
要
請
に
よ
り
こ
れ
を
講
じ
た
と
い
う
。

懐
風
藻
の
道
融
伝
に
よ
る
と
、「
遂
脱
二

俗
累
一

、
落
飾
出
家
、
精
進
苦
行
、

留
二

心
戒
律
一

。時
有
二

宣
律
師
六
帖
鈔
一

。辞
義
隠
密
、当
時
徒
絶
無
二

披
覧
一

。

法
師
周
観
、
未
レ

踰
二

浹
辰
一

、
敷
講
莫
レ

不
二

洞
達
一

。
世
読
二

此
書
一

、
従
レ

融

始
也
。」
と
み
え
、
世
間
で
「
宣
律
師
六
帖
鈔
」（

（4
（

を
読
む
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
道
融
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
と
伝
え
る
。
道
融
の
事
績
を
高
く
評
価

す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、

天
武
天
皇
御
宇
戊
寅
已
後
経
二

五
十
九
年
一

、
至
二

聖
武
天
皇
御
宇
天

平
八
年
丙
子
一

、
大
唐
道
璿
律
師
来
朝
。
此
時
、
多
齎
二

華
厳
章
疏
及

律
宗
行
事
鈔
等
一

来
朝
。璿
公
住
二

大
安
寺
一

、恒
講
二

律
蔵
行
事
鈔
等
一

。

厥
時
人
多
習
二

学
律
蔵
一

。
即
於
二

大
安
寺
一

最
初
講
二

行
事
鈔
一

。
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と
み
え
、
唐
か
ら
来
朝
し
た
道
璿
が
大
安
寺
に
住
み
、
つ
ね
に
律
蔵
や
行

事
鈔
を
講
じ
た
と
い
う
。

　

三
国
仏
法
伝
通
縁
起
は
、
行
事
鈔
が
鑑
真
以
前
に
日
本
に
将
来
さ
れ
た

事
実
を
明
確
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、
道
光
将
来
説
に
よ
る
と
、

天
武
天
皇
七
年
（
六
七
八
）
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
北
大
津
遺
跡
の
音
義

鈔
出
木
簡
の
年
代
は
、
近
江
大
津
宮
の
時
代
頃
と
み
る
の
が
通
説
で
あ

る（
（4
（

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
木
簡
の
年
代
は
、
行
事
鈔
の
将
来
時
期
と
の

関
係
か
ら
、
あ
る
い
は
や
や
時
代
を
降
ら
せ
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
伝
記
に
い
か

ほ
ど
の
信
を
お
く
べ
き
か
。
北
大
津
遺
跡
の
音
義
鈔
出
木
簡
の
年
代
を
近

江
大
津
宮
の
時
代
頃
と
す
る
通
説
に
与
し
て
も
な
お
成
立
の
余
地
は
な
い

か
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　

か
か
る
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、
禅
院
寺
経
の
存
在
で
あ
る
。
天
平

十
八
年
頃
に
は
、「
禅
院
寺
経
目
録
一
巻
」
が
確
認
さ
れ（

（4
（

、
翌
十
九
年
十

月
九
日
の
注
文
に
は
、
四
一
三
巻
が
「
禅
院
之
本
、
帙
六
枚
」
と
記
さ
れ

て
い
る（

（5
（

。
そ
の
所
蔵
リ
ス
ト
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
天
平
十
九
年
十
月
九
日

写
疏
所
解
に
は
、
九
〇
に
お
よ
ぶ
論
疏
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
六

巻
抄
〈
宣
律
師
撰
、
白
紙
〉」
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
六
巻
抄
は
行
事
鈔
の
別
称
で
あ
る
。

　

石
田
茂
作
は
、
こ
の
論
疏
に
つ
い
て
「
尚
厳
密
な
る
考
証
家
の
批
判
を

俟
た
ね
ば
十
分
で
な
い
と
思
ふ
が
」
と
断
り
な
が
ら
も
、「
そ
れ
を
道
昭

将
来
の
経
疏
と
見
て
差
支
無
い
だ
ら
う
と
思
ふ
」
と
指
摘
し
た（

（5
（

。
こ
の
リ

ス
ト
に
、「
勝
鬘
経
疏
三
巻
〈
白
、
上
宮
王
製
〉」、
す
な
わ
ち
厩
戸
皇
子

の
勝
鬘
経
義
疏
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
が
道
昭

将
来
経
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
と
み
る
理
解
も
あ
る
が（

（5
（

、
帰
国
後
禅
院

を
建
て
た
後
に
所
蔵
の
経
論
が
増
加
す
る
の
は
当
然
と
も
い
わ
れ
、
大
多

数
は
道
昭
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。
禅
院
寺
経

の
重
要
性
と
一
括
性
は
、
延
喜
式
に
「
凡
禅
院
寺
経
論
、
三
年
一
度
曝
涼
、

省
・
寮
・
僧
綱
・
三
綱
・
檀
越
等
相
共
検
校
。」
と
み
え
、
さ
ら
に
伊
豆

国
正
税
に
「
禅
院
料
一
千
束
」
が
充
て
ら
れ
る
な
ど
、
国
家
に
よ
る
特
別

な
管
理
を
規
定
す
る
点
か
ら
も
窺
わ
れ
る（

（5
（

。
禅
院
寺
経
は
、
そ
の
す
べ
て

が
将
来
経
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
道
昭
の
旧
蔵
書
と
い
う
希
代
の
ま
と

ま
り
を
も
つ
が
故
に
、
後
世
ま
で
尊
崇
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
リ
ス
ト
に
み
え
る
六
巻
抄
（
行
事
鈔
）
は
、

道
昭
の
蔵
書
に
由
来
し
、
お
そ
ら
く
は
斉
明
天
皇
七
年
（
六
六
一
）
に
帰

国
し
た
際
に
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

む
ろ
ん
、
将
来
の
契
機
は
道
昭
一
人
に
限
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
勝
浦

令
子
は
、
道
宣
と
倭
国
か
ら
の
留
学
僧
で
伝
不
詳
の
僧
会
承
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ふ
ま
え
、
こ
う
し
た
中
国
高
僧
の
謦
咳
に
接
し
て
帰
国
し
た
者

が
、
道
宣
周
辺
の
仏
教
文
化
を
七
世
紀
前
半
段
階
で
も
伝
え
た
可
能
性
は
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高
く
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
留
学
生
・
僧
が
、
道
宣
が
上
座
に
招
か
れ
た

長
安
西
明
寺
と
の
関
係
を
継
続
し
、
道
宣
の
著
作
な
ど
を
受
容
す
る
ル
ー

ト
を
七
世
紀
後
半
か
ら
形
成
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
傾
聴
す
べ
き
理
解

で
あ
り
、
行
事
鈔
将
来
の
歴
史
的
条
件
は
、
す
で
に
整
っ
て
い
た
と
み
て

大
過
あ
る
ま
い
。

　

以
上
、
近
江
大
津
宮
の
時
代
に
お
け
る
行
事
鈔
の
将
来
は
、
蓋
然
性
が

高
い
推
測
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
行
事
鈔
音
義
鈔
出
と
も
い
う
べ
き
木
簡

は
、
な
ぜ
近
江
で
出
土
し
た
の
か
。
道
昭
の
事
績
を
手
が
か
り
に
、
考
察

を
一
歩
進
め
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
宇
治
橋
架
橋
を
含
む
、
帰
国
後
の
天

下
周
遊
で
あ
る
。
竹
内
亮
の
指
摘
に
よ
る
と
、
宇
治
橋
は
、
近
江
遷
都
を

契
機
と
し
て
「
菟
道
守
橋
」
に
よ
る
官
道
の
施
設
と
し
て
管
理
さ
れ
て
お

り
（
天
武
天
皇
元
年
（
六
七
二
）
五
月
是
月
条
）、
そ
の
造
営
時
期
は
遷

都
と
重
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
加
え
て
、
こ
の
時
期
の
道
昭
は
、

飛
鳥
寺
と
大
津
を
結
ぶ
交
通
路
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
ら
し
い（

（5
（

。
こ
の

ル
ー
ト
に
か
か
わ
り
、
網
伸
也
は
、
興
味
深
い
考
古
学
的
指
摘
を
し
て
い

る（
（5
（

。す
な
わ
ち
、同
一
の
原
型
に
由
来
す
る
自
立
型
火
頭
型
三
尊
塼
仏
が
、

大
倭
・
河
内
・
山
背
・
近
江
に
分
布
す
る
こ
と
、
塼
仏
の
分
布
す
る
地
域

の
中
心
と
な
る
山
背
の
山
崎
廃
寺
は
、
飛
鳥
寺
の
禅
院
と
同
笵
瓦
が
出
土

す
る
の
み
な
ら
ず
、
山
崎
橋
は
「
船
大
徳
」
す
な
わ
ち
道
昭
に
よ
る
も
の

と
伝
え
ら
れ
、
橋
に
近
接
す
る
山
崎
廃
寺
も
道
昭
の
創
建
に
か
か
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う（

（5
（

。
加
え
て
、
滋
賀
県
穴
太
廃
寺
の
再
建
講
堂
須
弥
壇
か

ら
、
同
じ
く
火
頭
型
三
尊
塼
仏
が
出
土
す
る
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
同
寺

の
再
建
寺
院
（
上
層
遺
構
）
は
造
都
に
伴
う
と
み
ら
れ
て
お
り（

（5
（

、
こ
の
時

期
の
近
江
に
お
け
る
道
昭
の
足
跡
は
確
か
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

し
て
み
れ
ば
、北
大
津
の
音
義
鈔
出
木
簡
が
近
江
に
出
現
す
る
契
機
は
、

道
昭
の
天
下
周
遊
に
か
か
る
活
動
と
の
関
係
で
理
解
し
う
る
可
能
性
が
あ

る
。
推
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
木
簡
は
、
道
昭
に
き
わ
め
て
近
い
集

団
に
属
す
る
者
で
、「
誈誈
〈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
〉」
と
日
本
語
と
し
て
訓
む

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
語
に
精
通
し
な
い
、
お
そ
ら
く
は
唐
へ
の
留
学

経
験
の
な
い
僧
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結　

び

　

こ
の
小
稿
は
、
飛
鳥
池
遺
跡
の
木
簡
が
灌
頂
経
巻
十
二
の
音
義
鈔
出
で

あ
る
と
す
る
先
学
の
指
摘
を
深
め
る
と
と
も
に
、
北
大
津
遺
跡
の
木
簡
が

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
の
音
義
鈔
出
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
か
か

る
事
実
に
基
づ
き
、
律
令
国
家
成
立
期
に
お
け
る
経
典
将
来
史
に
い
さ
さ

か
の
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
愚
見
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
上
代
語
学
に
も
仏
教
史
に
も
暗
く
、
思
わ
ぬ

誤
謬
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。諸
賢
の
ご
批
正
と
示
教
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
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気
が
か
り
な
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
二
点
の
音
義
鈔
出
木
簡
が
、
期
せ

ず
し
て
と
も
に
道
昭
と
そ
の
周
辺
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
と
も
に
経
典
の
音
義
鈔
出
で
あ
り
な
が
ら
、
二
点
の
形
状
は

全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
型
の
北
大
津
木
簡
は
、
複
数
の
目

に
と
ま
る
よ
う
掲
示
さ
れ
た
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
と
も
あ
れ
、
音
義
鈔
出
木
簡
が
、
古
代
寺
院
の
写
経
や
教
学
の
場
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
用
途
や
機
能
の
解
明
は
、

遺
憾
な
が
ら
も
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

末
尾
な
が
ら
、
日
本
書
紀
の
特
集
号
に
、
日
本
書
紀
の
時
代
を
扱
っ
た

に
過
ぎ
ぬ
拙
な
い
小
稿
し
か
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
豁
如
た

る
対
応
を
さ
れ
た
関
係
の
皆
様
に
深
謝
し
、
擱
筆
す
る
。

（
１
）	

吉
岡
眞
之「
古
代
の
辞
書
」（
上
原
真
人
ほ
か
編『
列
島
の
古
代
史
６ 

言
語
と
文
字
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。
小
稿
で
い
う
音
義
は
、「
典
籍
の
中
か
ら
字
句
を
抄

出
し
て
、
そ
の
発
音
と
意
味
と
を
解
説
し
た
書
の
称
。
音
義
書
と
も
い
う
。」（
国

語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
。「
音
義
」
築
島
裕

執
筆
）
に
し
た
が
う
。
た
だ
し
、
木
簡
の
場
合
、
音
義
（
書
）
に
掲
出
さ
れ
た
文

字
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
を
鈔
録
、
あ
る
い
は
抜
き
書
き
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
た
め
、
そ
の
使
わ
れ
方
を
考
慮
し
て
、
以
下
、
音
義
鈔
出
木
簡
と
称
す
る
。

（
２
）	

林
紀
昭
・
近
藤
滋
「
北
大
津
遺
跡
出
土
の
木
簡
」（『
滋
賀
大
国
文
』

一
六
、一
九
七
八
年
）・
同
「
北
大
津
遺
跡
出
土
の
木
簡
」（
奈
文
研
『
第
三
回
木

簡
研
究
集
会
記
録
』
一
九
七
九
年
）。

（
３
）	

奈
文
研
『
平
城
木
簡
概
報
』
三
十
─
九
頁
下
（127）
。

（
４
）	

奈
文
研
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
』
一
、一
三
一
八
号
。
以
下
、
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木

簡
は
木
簡
番
号
の
み
を
記
す
。

（
５
）	

㈶
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
（
観
音
寺
遺
跡
木
簡
篇
）』

（
二
〇
〇
二
年
）・『
木
簡
研
究
』
二
一
─
二
〇
五
頁
⑶
・
和
田
萃
・
藤
川
智
之
「
徳

島
市
観
音
寺
木
簡
の
歴
史
的
意
義
」（『
真
朱
』
九
、二
〇
一
一
年
）。

（
６
）	

秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー『
観
音
寺
廃
寺
跡
』（
二
〇
〇
一
年
）・『
木
簡
研
究
』

二
四
─
九
一
頁
⑴
。
そ
の
時
期
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
中
世
初
頭
ま
で
に
属
す
る

と
み
ら
れ
、
ほ
か
の
五
点
と
は
や
や
性
格
を
異
に
す
る
。

（
７
）	『
木
簡
研
究
』
三
八
─
一
五
九
頁
⑴
・
山
口
大
学
埋
蔵
文
化
財
資
料
館
『
山
口
大

学
埋
蔵
文
化
財
資
料
館
年
報
―
平
成
二
五
年
度
』（
二
〇
一
八
年
）。

（
８
）	

奈
文
研
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
』
一
「
総
説
」。
竹
内
亮
「
飛
鳥
池
遺
跡
北
地
区
出

土
木
簡
と
飛
鳥
寺
」（『
日
本
古
代
の
寺
院
と
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
六
年
）。

（
９
）	

飛
鳥
藤
原
第
八
四
次
調
査
で
検
出
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
一
二
六
出
土
。「
戊
戌
」年（
文

武
天
皇
二
年
＝
六
九
八
。
一
三
〇
四
・
一
三
一
四
号
）、
郡
里
制
下
の
荷
札
木
簡

（
一
三
〇
八
～
一
三
一
三
号
）
が
出
土
し
て
お
り
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭

に
か
け
て
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
匝
」
の
字
形
は
「
迊
」。

（
10
）	

高
橋
宏
幸
「
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
「
音
義
木
簡
」
の
依
拠
原
典
に
つ
い
て
」（『
国
文

学
論
考
』
四
八
〈
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会
〉、
二
〇
一
二
年
）。

（
11
）	

鎌
田
茂
雄
ほ
か
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）、

「
1331
仏
説
灌
頂
経
」。

（
12
）	
奈
文
研
『
飛
鳥
藤
原
木
簡
概
報
』
十
三
─
二
〇
頁
上
（117）
。

（
13
）	『
大
漢
和
辞
典
』
九
巻
九
三
二
頁
（
三
二
〇
一
三
番
）、
同
九
八
五
頁
（
三
二
三
二
三

番
）。

（
14
）	

龍
谷
大
学
本
字
鏡
集
巻
第
二
、三
十
三
帖
表
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
字

鏡
集
』
上
、
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
八
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）。
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（
15
）	
寺
崎
保
広
「
奈
良
・
飛
鳥
池
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
二
一
、一
九
九
九
年
）。

（
16
）	
奈
文
研
『
改
訂
新
版 

日
本
古
代
木
簡
字
典
』（
二
〇
一
三
年
）、
秦
公
・
劉
大
新

編
『
碑
別
字
新
編 

修
訂
本
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
潘
重
規
編
『
敦

煌
俗
字
譜
』（
石
門
図
書
、
一
九
七
八
年
）、
黄
征
『
敦
煌
俗
字
典
』（
上
海
教
育

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
検
索
し
た
。

（
17
）	

吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
・
集
安
市
博
物
館
『
丸
都
山
城
―
二
〇
〇
一
～

二
〇
〇
三
年
集
安
丸
都
山
城
調
査
試
掘
報
告
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、

図
九
四
─
一
。
報
告
書
は
、
丸
都
山
城
は
、
東
晋
咸
康
八
年
（
三
四
二
）
の
慕
容

皝
の
攻
撃
に
よ
る
戦
禍
で
壊
滅
し
た
と
み
て
い
る
。
な
お
、
報
告
書
は
釈
読
案
を

示
し
て
い
な
い
。

（
18
）	

千
田
剛
道『
高
句
麗
都
城
の
考
古
学
的
研
究
』（
北
九
州
中
国
書
店
、二
〇
一
五
年
）。

（
19
）	

白
種
伍
「
고
구
려 

성
곽 

출
토 

문
자
기
와-

집
안
지
역
을 

중
심
으
로-

」（『
성
곽

과 

기
와
』
한
국
기
와
학
회
・
한
국
성
곽
학
회
、
二
〇
一
三
年
）、
図
五
。
筆
者
は

外
国
語
に
疎
く
、
ハ
ン
グ
ル
の
文
献
は
全
く
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
論
文

を
引
用
し
た
李
銀
眞
「
刻
書
瓦
か
ら
み
た
高
句
麗
遺
民
の
痕
跡
―
京
都
府
木
津
川

市
の
高
麗
寺
跡
出
土
瓦
を
通
し
て
」（『
東
ア
ジ
ア
瓦
研
究
』
六
、二
〇
一
九
年
）

を
参
照
し
た
。

（
20
）	

日
本
書
紀
推
古
天
皇
元
年
（
五
九
三
）
四
月
己
卯
条
、
同
三
年
五
月
丁
卯
条
、

二
十
三
年
十
一
月
癸
卯
条（
以
上
慧
慈
）。同
十
年
閏
十
月
己
丑
条（
僧
隆
・
雲
聡
）。

同
十
八
年
三
月
条
（
曇
徴
）。

（
21
）	

日
本
書
紀
推
古
天
皇
四
年
（
五
九
六
）
十
一
月
是
日
条
。

（
22
）	

飛
鳥
資
料
館
『
木
簡
黎
明
―
飛
鳥
に
集
う
い
に
し
え
の
文
字
た
ち
』（
飛
鳥
資
料

館
図
録
第
五
三
冊
、二
〇
一
〇
年
）三
二
号
・『
木
簡
研
究
』三
三
─
一
四
五
頁
⑴
。

木
簡
の
再
釈
読
は
、
展
示
を
契
機
と
し
て
筆
者
が
主
導
し
た
。

（
23
）	

第
三
回
木
簡
研
究
集
会
に
お
け
る
井
上
光
貞
の
指
摘
が
早
い
よ
う
で
あ
る
（
林
・

近
藤
「
北
大
津
遺
跡
出
土
の
木
簡
」
一
九
七
九
年
前
掲
）。
東
野
治
之
は
、『
平
城

木
簡
概
報
』
十
一
─
一
四
頁
下
（124）
に
み
え
る
「

」
の
事
例
か
ら
、「
精
」
の
異

体
字
と
み
て
い
る
（
東
野
「
最
古
の
万
葉
仮
名
文
」『
書
の
古
代
史
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
。
初
出
一
九
九
二
年
）。

（
24
）	

た
と
え
ば
、
西
本
龍
山
「
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
解
題
」（『
国
訳
一
切
経 

和

漢
撰
述 

律
疏
部
一
』
大
東
出
版
社
、
一
九
五
九
年
第
二
次
校
訂
版
所
収
）。
鎌
田

ほ
か
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
前
掲
）、「
1804
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
」。

（
25
）	

藤
善
真
澄
「
中
年
期
の
道
宣
」（『
道
宣
伝
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
）。
行
事
鈔
に
か
か
わ
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
戸
次
顕
彰
「『
四
分

律
行
事
鈔
』
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
三
─
一
、

二
〇
一
四
年
）、
同
「
道
宣
の
『
四
分
律
行
事
鈔
』
撰
述
と
そ
の
背
景
―
僧
祐
の

著
作
活
動
と
の
類
似
性
」（『
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
一
〇
〇
、二
〇
一
四
年
）、
大
内

文
雄
編
訳
『
唐
・
南
山
道
宣
著
作
序
文
訳
註
』（
龍
谷
叢
書
五
〇
、
法
藏
館
、

二
〇
一
九
年
）
な
ど
。

（
26
）	

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
法
上
、三
三
帖
表（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
集『
類

聚
名
義
抄 

観
智
院
本 

二 

法
』
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
一
〇
、八
木
書
店
、

二
〇
一
八
年
）。

（
27
）	

佐
藤
宗
諄
「
北
大
津
遺
跡
」（
木
簡
学
会
編
『
日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
）、
東
野
「
最
古
の
万
葉
仮
名
文
」（
前
掲
）、
犬
飼
隆
「
日
本
語
史

資
料
と
し
て
の
七
世
紀
木
簡
」（『
木
簡
に
よ
る
日
本
語
書
記
史
【2011

増
訂
版
】』

笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
。
初
出
二
〇
〇
一
年
）。
な
お
犬
飼
は
、
平
安
時
代
の

訓
点
資
料
に
「
イ
ツ
ワ
ル
」
の
訓
が
多
い
「
誣
」
に
つ
い
て
、
冥
報
記
長
治
二
年

（
一
一
〇
五
）
点
に
「
ア
ザ
ム
ク
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
典
は
仏
教
説
話

か
と
推
測
し
て
い
た
。

（
28
）	

林
・
近
藤
「
北
大
津
遺
跡
出
土
の
木
簡
」（
一
九
七
九
年
前
掲
）。
な
お
、
東
寺
金

剛
蔵
大
毗
廬
遮
那
経
疏
巻
三
に
、「
鑽 

ウ
ツ
」
の
訓
が
あ
る
が
（
築
島
裕
編
『
訓

点
語
彙
集
成
』
第
二
巻 

う
～
か
、
汲
古
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、「
鑽
」
字
は
行

事
鈔
に
見
い
だ
せ
な
い
。

（
29
）	
加
え
て
、
四
行
目
「
費
」
の
次
の
字
母
は
、
旁
が
「
奥
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
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（
第
三
二
回
木
簡
学
会
研
究
集
会
口
頭
報
告
、
二
〇
一
〇
年
）、
行
事
鈔
に
見
い

だ
せ
る
文
字
に
よ
る
限
り
「
襖
」
が
該
当
す
る
。

（
30
）	

行
事
鈔
な
ど
に
み
え
る
語
句
を
記
し
た
木
簡
の
類
例
は
、
奈
良
時
代
後
半
に
降
る

が
、
奈
良
市
西
大
寺
旧
境
内
出
土
五
〇
号
木
簡
が
知
ら
れ
る
（
奈
良
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
西
大
寺
旧
境
内
発
掘
調
査
報
告
書
1
』
二
〇
一
三
年
）。

（
31
）	

堀
池
春
峰
「
仏
典
と
写
経
」（『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
遺
芳
篇
、
法
藏
館
、

二
〇
〇
四
年
。
初
出
一
九
八
三
年
）、
青
木
紀
元
「
日
本
書
紀
に
見
え
る
仏
典
―

金
剛
経
・
仁
王
経
」（『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）、

上
川
通
夫
「
一
切
経
と
古
代
の
仏
教
」（『
日
本
中
世
仏
教
史
料
論
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
年
。
初
出
一
九
九
八
年
。
以
下
、
上
川
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。）、
勝

浦
令
子「
仏
教
と
経
典
」（
上
原
真
人
ほ
か
編『
列
島
の
古
代
史
７ 

信
仰
と
世
界
観
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。
以
下
、
勝
浦
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。）、
榎
本
淳
一

「
日
本
古
代
に
お
け
る
仏
典
の
将
来
に
つ
い
て
」（『
日
本
史
研
究
』
六
一
五
、

二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
32
）	

日
本
書
紀
欽
明
天
皇
十
三
年
（
五
五
二
）
十
月
条
。
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
、
元
興

寺
縁
起
。
以
下
煩
瑣
を
避
け
、
日
本
書
紀
の
注
記
は
本
文
中
に
略
記
す
る
。

（
33
）	

扶
桑
略
記
敏
達
天
皇
六
年
（
五
七
七
）
十
月
条
所
引
、
薬
恒
法
花
験
記
。

（
34
）	

こ
の
ほ
か
、
日
本
霊
異
記
に
よ
る
と
、
推
古
朝
の
こ
と
と
し
て
、「
方
広
経
」
に

帰
依
し
た
聾
者
の
事
例
が
伝
わ
る
（
上
巻
第
八
縁
）。

（
35
）	

扶
桑
略
記
に
よ
る
と
、
安
宅
経
は
、
推
古
天
皇
十
一
年
（
六
〇
三
）
十
月
、
小
墾

田
宮
に
遷
る
際
「
太
子
命
二

諸
法
師
一

、
講
二

安
宅
経
一

。」
と
み
え
る
（
同
月
条
）。

（
36
）	

扶
桑
略
記
斉
明
天
皇
二
年
（
六
五
六
）
同
年
条
。
こ
の
ほ
か
扶
桑
略
記
に
よ
る
と
、

「
維
摩
経
」（
同
四
年
条
）、「
仁
王
経
」（
同
六
年
三
月
条
）
が
み
え
る
ほ
か
、
日

本
霊
異
記
に
よ
る
と
、
斉
明
朝
の
こ
と
と
し
て
、
百
済
僧
義
覚
が
「
心
経
」
を
一

夕
に
百
遍
念
誦
し
た
と
い
う
（
上
巻
第
十
四
縁
）。

（
37
）	

続
日
本
紀
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
己
未
条
。

（
38
）	

日
本
三
代
実
録
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
十
二
月
十
六
日
壬
午
条
。

（
39
）	

福
山
敏
男
「
禅
院
寺
」（『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
綜
芸
舎
、
一
九
七
八
年
。

一
九
四
八
年
原
本
発
行
）、堀
池
春
峰「
平
城
右
京
禅
院
寺
と
奈
良
時
代
仏
教
」（『
南

都
仏
教
史
の
研
究
』
遺
芳
篇
、
前
掲
。
初
出
一
九
五
二
年
）、
藤
野
道
生
「
禅
院

寺
考
」（『
史
学
雑
誌
』
六
六
─
九
、一
九
五
七
年
）、
佐
久
間
竜
「
道
昭
」（『
日
本

古
代
僧
伝
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
。
初
出
一
九
七
二
年
）、
水
野

柳
太
郎
「
道
照
伝
考
」（『
奈
良
史
学
』
一
、一
九
八
三
年
）、
三
﨑
裕
子
「
奈
良
時

代
に
お
け
る
禅
院
の
機
能
と
性
格
」（『
史
論
』
四
四
、一
九
九
一
年
）、
小
倉
慈
司

「
道
昭
」（
鎌
田
元
一
編
『
日
出
づ
る
国
の
誕
生
』
古
代
の
人
物
1
、
清
文
堂
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
40
）	「
安
宅
・
土
側
等
経
」
は
、
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
「
安
宅
墓
土
側
経
」
と
の
関

係
が
指
摘
さ
れ
る
（
增
尾
伸
一
郎
「
日
本
と
朝
鮮
に
お
け
る
衜
敎
と
佛
敎
の
傳
播
」

『
衜
敎
と
中
國
撰
述
佛
典
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
。
初
出
二
〇
〇
一
年
）。

（
41
）	

こ
の
ほ
か
、
日
本
霊
異
記
に
よ
る
と
、
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
の
こ
と
と
し
て
、

冥
界
で
悪
行
の
報
い
を
受
け
る
亡
妻
・
亡
父
に
再
会
し
た
膳
臣
広
国
が
地
獄
か
ら

生
還
す
る
手
助
け
を
し
た
少
子
が
、
稚
か
り
し
と
き
に
写
し
た
「
観
世
音
経
」
で

あ
っ
た
と
い
う
説
話
が
伝
わ
る
（
上
巻
第
三
十
縁
）。
速
水
侑
『
観
音
信
仰
』（
塙

選
書
七
二
、
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
）、
同
「
奈
良
朝
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
」（
速

水
侑
編
『
観
音
信
仰
』
民
衆
宗
教
史
叢
書
七
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
）
な

ど
を
参
照
し
た
。

（
42
）	

般
若
波
羅
蜜
多
心
経
（
般
若
心
経
）
は
、
貞
観
二
十
三
年
（
六
四
九
）
玄
奘
が
訳

し
、
道
昭
が
将
来
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
日
本
霊
異
記

上
巻
第
十
四
縁
に
も
み
え
る
。

（
43
）	
上
代
文
献
を
読
む
会
編
『
古
京
遺
文
注
釈
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
九
年
）。

（
44
）	
本
薬
師
寺
の
造
営
過
程
は
、
花
谷
浩
「
本
薬
師
寺
の
発
掘
調
査
」（『
仏
教
芸
術
』

二
三
五
、一
九
九
七
年
）、
高
田
寛
太
「
本
薬
師
寺
の
創
建
軒
瓦
」（
奈
文
研
『
古

代
瓦
研
究
Ⅴ
』
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
45
）	

山
口
敦
史
「
釈
道
融
伝
の
「
六
帖
抄
」
に
つ
い
て
―
古
代
日
本
に
お
け
る
『
四
分
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律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
の
伝
来
と
受
容
」（『
懐
風
藻
研
究
』
二
、一
九
九
八
年
）。

日
本
古
代
の
四
分
律
に
つ
い
て
は
、
杉
本
一
樹
「
聖
語
蔵
経
巻
『
四
分
律
』
に
つ

い
て
」（『
正
倉
院
紀
要
』
二
九
、二
〇
〇
七
年
）
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

（
46
）	

三
国
仏
法
伝
通
縁
起
巻
下
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
一
所
収
）
に
よ
り
、
句

読
点
を
あ
ら
た
め
た
。

（
47
）	「
六
帖
鈔
」
は
、
写
本
に
よ
る
と
「
六
巻
抄
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
行
の
諸
注
釈
は
道
宣
の
行
事
鈔
と
理
解
し
て
き
た
。
小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻 

文
華
秀
麗
集 

本
朝
文
粋
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
六
九
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四

年
）、
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
48
）	

中
西
常
雄
「
北
大
津
遺
跡
出
土
の
須
恵
器
資
料
―
昭
和
四
八
年
度
の
調
査
よ
り
」

（
㈶
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
『
滋
賀
文
化
財
だ
よ
り
』
一
一
一
、一
九
八
六
年
）。

た
だ
し
、
流
路
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
考
古
学
的
な
年
代
は
確
定
し
な
い
。
稲
垣

信
子
は
、
北
大
津
木
簡
の
年
代
を
「
近
江
大
津
宮
時
代
の
も
の
と
限
定
す
る
の
は

確
実
性
が
低
い
」
と
し
て
、
平
安
時
代
以
降
の
も
の
と
理
解
す
る
よ
う
だ
が
（
稲

垣
「
北
大
津
遺
跡
出
土
木
簡
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」『
同
志
社
女
子
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
三
、二
〇
一
三
年
）、
古
韓
音
「
移
」
の
存
在
や
、「
羅
」

な
ど
に
特
徴
的
な
書
風
に
よ
る
限
り
、
七
世
紀
後
半
に
属
す
る
と
い
う
判
断
は
動

か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）	

天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
ヵ
十
二
月
十
四
日
経
巻
納
櫃
注
文
（
正
倉
院
文
書
正
集

第
四
三
巻
裏
2
紙
・『
大
日
本
古
文
書
』
二
十
四
─
三
九
〇
頁
）。

（
50
）	

天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
三
月
一
日
検
定
本
経
注
文
（
正
倉
院
文
書
続
々
修
第

一
四
帙
第
七
巻
14
紙
・『
大
日
本
古
文
書
』
九
─
三
四
二
頁
）。

（
51
）	

天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
写
疏
所
解
（
正
倉
院
文
書
正
集
第
二
巻
裏
５

～
４
紙
・
第
一
巻
裏
17
～
16
紙
、『
大
日
本
古
文
書
』
二
十
四
─
四
四
三
～

四
四
七
頁
）。

（
52
）	

石
田
茂
作『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
、一
九
三
〇
年
）。

（
53
）	

福
山
「
禅
院
寺
」（
前
掲
）、
藤
野
「
禅
院
寺
考
」（
前
掲
）
な
ど
。

（
54
）	

水
野
「
道
照
伝
考
」（
前
掲
）、
佐
久
間
「
道
昭
」（
前
掲
）。

（
55
）	

延
喜
式
巻
二
十
一
玄
蕃
寮
84
禅
院
寺
経
論
条
。
延
喜
式
巻
二
十
六
主
税
上
５
出
挙

本
稲
条
（
伊
豆
国
正
税
）。

（
56
）	

竹
内
亮
「
宇
治
橋
断
碑
に
つ
い
て
」（
角
谷
常
子
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
文
字
文

化
と
社
会
』臨
川
書
店
、二
〇
一
九
年
）。宇
治
橋
断
碑
に
つ
い
て
は
、和
田
萃「
道

昭
と
宇
治
橋
」（『
藤
井
寺
市
史
紀
要
』
一
一
、一
九
九
〇
年
）、
仁
藤
敦
史
「
宇
治

橋
断
碑
の
研
究
と
復
元
」（
小
倉
慈
司
・
三
上
喜
孝
編
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
石

碑
文
化
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
叢
書
四
、
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
を

参
照
。

（
57
）	

網
伸
也
「
八
坂
寺
の
伽
藍
と
塼
仏
」（
岡
内
三
眞
編
『
技
術
と
交
流
の
考
古
学
』

同
成
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
58
）	

長
安
で
製
作
さ
れ
た
塼
仏
を
将
来
し
た
人
物
に
道
昭
を
推
定
す
る
見
解
は
、
石
橋

知
慧
「
初
唐
文
化
の
日
本
へ
の
伝
播
と
吸
収
過
程
―
長
谷
寺
蔵
法
華
説
相
図
銅
板

を
そ
の
一
例
と
し
て
」（
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
『
東
洋
美
術
史
に
お
け
る
西

と
東
―
対
立
と
交
流
』
一
九
九
二
年
）。

（
59
）	

滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
大
津
市
教
育
委
員
会
『
穴
太
廃
寺
』（
一
九
八
七
年
）。
林

博
通
「
穴
太
廃
寺
」（
小
笠
原
好
彦
ほ
か
『
近
江
の
古
代
寺
院
』（
真
陽
社
、

一
九
八
九
年
）。

付　

記�　

小
稿
の
構
想
段
階
で
、石
田
由
紀
子
、今
井
晃
樹
、遠
藤
慶
太
、杉
本
一
樹
、

竹
内
亮
、
東
野
治
之
の
各
氏
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
教
示
を
得
た
。
篤
く
お

礼
申
し
上
げ
る
。
た
だ
し
、
ご
見
解
に
は
相
違
も
あ
り
、
文
責
は
す
べ
て
筆

者
に
属
す
る
。
な
お
、
大
蔵
経
の
検
索
に
は
、SA

T

大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
、
そ
の
引
用
は
刊
本
を
用
い
た
。


